別記様式第２号（第８関係）
　　年　　月　　日

　広島県知事　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企業名　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　　　　　　　　　


　　年度県産材製品開発支援補助金に係る
　　年度における事業状況報告書


　　　年　　月　　日付け指令　　第　　号で交付決定を受けた補助事業について，県産材製品開発支援事業実施要領第８の規定に基づき，　　年度の事業化状況を下記のとおり報告します。


　１　補助事業の成果の事業化等の状況
　　（１）　実施結果の事業化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有　　　　無
　　（２）　産業財産権等の譲渡又は実施権の設定　　　　　　　　　　　　　　有　　　　無
　　（３）　実施結果の他への供与　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有　　　　無

　２　事業化の状況
　　　別紙「実態把握調査表」のとおり


（連絡担当者）
	部署名
	
	連絡先
	住所・
電話
	


	職氏名
	
	
	E-mail
	





別紙
実　態　把　握　調　査　表
１　事業化の見通し
	補助事業の
事業化状況
	第　　段階
	第１段階：技術開発・試作品開発を継続している。
第２段階：製品販売する宣伝等を行っている。
第３段階：注文（契約）が取れている。
第４段階：製品が１つ以上販売されている。
第５段階：継続的に販売実績はある。

	継続（追加・応用）
開発の実施状況
	（内容）

（成果）

（補助事業との関連）


	今後の事業化見通し
	（事業化時期）

（取引先）

（売上目標）




２　事業化スケジュール
	計画（実施）内容
	補助事業終了後

	
	１年目
	２年目
	３年目
	４年目
	５年目

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	



３　製品（産業財産権等の譲渡又は実施権の設定若しくは成果の他への供与を含む）の状況
　（１）木材利用の状況
	製品の名称
	販売又は譲渡等の数量
	１個当たり木材使用量（㎥）
※樹種ごと記載
	うち県産材（㎥）※樹種ごと記載
	合計使用量（㎥）

	
	
	
	
	


　（２）販売の状況
	製品の名称
	販売又は譲渡等の数量
	単　価
（円）
	販売又は譲渡等
の合計金額（円）

	
	
	
	


　　　


４　取得財産等の保管状況及び転用に係る取得財産等の利用状況
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